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１ はじめに 

私は３年前に理科の先生からミジンコを譲り

受けて以来、その生態に魅了され観察を続けて

いる。毎年夏になるとミジンコ隊長を名乗り、

水田をかけ回っている。昨年は、越冬生態と休

眠卵について調査した。今年は、水量減少、捕

食者の存在といった命の危機に直面した際、ミ

ジンコがどのような戦略で生存を図るのか知り

たいと思った。 

２ 研究方法 

(1) 通年観察と水田調査 

自宅屋外の水槽で、気温・水温と個体数の変

化を通年で観察した。また、自宅周辺の水田

192 ヶ所から水を採取し、マイクロスコープを

用いて生息状況と水量、水温、㏗、透明度の関

係を調べた。 

(2) 実験 

ミジンコの生存戦略を調べるため、以下の実

験を行った。 

ア 水量変化実験（実験１） 

 水量の違い（20ml, 50 ml, 100 ml）が個体

数の増減と休眠卵を作ることに影響があるの

か調べた。 

イ 捕食者のにおいに対する反応実験（実験

２） 

捕食者（金魚等）の飼育水のにおいが個体

数の増減に影響するのか、魚のサイズやにお

いの強弱を変えて調べた。 

ウ 垂直移動と光反応実験（実験３～７） 

長さ 1ｍの管を用い、時間帯、天候、捕食

者のにおいの有無、遮光条件を変え、ミジ

ンコの遊泳位置（深度）に変化が起こるの

かを観察した。 

エ その他の実験 

 休眠卵の孵化条件の検討（実験８）、グリ

ーンウォーター内にいるプランクトンの調

査およびグリーンウォーターを食べ尽くす

速度の比較、田の土から生物群集を作る、

「琵琶湖」に出向き生息している種類の観

察等。 

３ 結果および考察 

(1) 通年観察と「ミジンコトルネード」 

秋になり、水温が低下していくと、徐々に個

体数は減少していったが、冬の水面が凍結する

環境下でも、ミジンコは底層部で生存していた。

そして、水温が 10℃を超え上昇傾向になった 3

月下旬に、個体数が爆発的に増加し、群れが渦

を巻く「ミジンコトルネード」現象が発生した。

これは約 1 ヶ月間続いた。また、夏になるにつ

れて少し個体数を減少させたが、その後は一定

数を保っていた。 

(2) 水田調査 

調査した 192 ヶ所の水田のうち、161 ヶ所

（約 84%）でミジンコを捕まえることができた。

これは４年間で最高の捕獲率だった。去年まで

の経験を踏まえ、夏季の高温時には日陰を選び、

かつ底層水を採取するという方法の改善が功を

奏した。水量が減少し、他の生物が生息するこ

とができない場所にも多数の生息が確認された。   

 

(3) 水量減少に対する生存戦略（実験１） 

水量が著しく少ない 20ml のもとでは、十分

な水量がある場合に比べ、実験開始直後に単為

生殖による急激な個体数の増加が見られた。そ

の後、速やかに多数の休眠卵が作られた。これ

は、水枯れによる全滅の危機を感知したことで、

一時的に個体数を増やし、次世代に命をつなぐ

ために休眠卵を残そうとする生存戦略であると

考えた。 

図１ 観察の様子 
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